
 

      

 
 

 

《記憶に残る檜中生》 
校長 中村 祐子 

１０月は『芸術の秋』を堪能しました。羽村市、檜原村、奥多摩町の共同事業として市町村の枠を超え、

子供たちの音楽交流並びに近隣市町村の音楽交流事業の振興を図ることを目的とした、「こども国際交流
音楽祭・交流コンサート」が９日に開催されました。第１部の合唱団には２年生４名が参加しました。『明
日という日が』の合唱に続き、『ヴィヴァ ラ ムジカ』をウィーン木管五重奏団と共演しました。１２日に
は、檜原村交流コンサートが檜原中体育館で開催されました。ウィーンを代表する音楽家の皆さんと本校
吹奏楽部が『カノン』を共演しました。コンサート演奏の合間に質問コーナーがあり、「なぜ、この楽器を
演奏するようになったのですか」と生徒が質問すると、なんと５人全員が回答してくださいました。生徒

たちの演奏を聴く態度や質問を積極的にする姿に応えていただいたのだと思います。また、１３日には、
銕仙会 能楽研究所（南青山）にて、狂言『附子』を鑑賞しました。舞台で繰り広げられる「笑い」を楽
しむ生徒たちの鑑賞態度が素晴らしいとお褒めの言葉をいただきました。演者の方々には、「皆さんの反
応の良さに、演じる方も熱が入りました。」と言ってくださいました。鑑賞後は、３年生４名、２年生３
名、１年生３名の計１０名が舞台に上がって体験をしました。「今日の狂言を鑑賞してどこが印象に残り
ましたか。」の質問に対して、一人一人がそれぞれの視点で感じたことを、自分の言葉で表現していたこと
にも驚かされました。 
３年生の修学旅行、１年生の校外学習、全学年での宇宙連句づくりの際などに、檜中生と関わった方々

から、「礼儀正しいですね。」「挨拶がよくできますね。」「対応が高校生級ですね。」など、お褒めの言葉を
いただいています。その時には、「ありがとうございます。自慢の生徒たちです。」とお礼を言っています。 
令和５年度もあと５か月となりました。１１月１日から卒業式、修了式までの授業日数は８５日、８８

日です。今後も大きな行事に限らず、日々の学校生活の中で、皆さんが《記憶に残る檜中生》の振る舞い

を見せてくれることを楽しみにしています。 
最後に私の好きな詩を紹介します。 

 

 

   

 

  

１日(水) ３時間授業 

２日(木) ＡＬＴ 

３日(金) 文化の日 

６日(月) 朝礼 安全指導 専門委 中央委 

８日(水) 道徳（いじめ防止） 職員会議 

１５日(水) 期末試験（国・社・保体）４時間授業 

１６日(木) 期末試験（英・理・技家）４時間授業 

１７日(金) 期末試験（数・美・音） 

２０日(月) マラソン大会前検診（希望者） 

２３日(木) 勤労感謝の日 

２５日(土) 檜原学園マラソン大会 

２６日(日) 東京都スピーキングテスト(3) 

２７日(月) 振替休業日 

２８日(火) マラソン大会予備日 

２９日(水) 授業参観日 保護者会(1,2) 

３０日(木) ＡＬＴ 
 

 檜原中学校のホームページアドレス https://rlco.jp/hinoharachuugakkou/  
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１１月７日、２１日、２８日 
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郷土芸能鑑賞会                              教務部 野呂 涼太 

１０月７日（土）に小中合同で郷土芸能鑑賞会を実施しました。今年度は、笹野式三番保存会の皆様

にお越しいただき、笹野地区の鎮守である、神明社への奉納舞を鑑賞し

ました。永禄４年(１５６１年)に現在の柏木野自治会と共催で、臼杵神社

への奉納として創始されましたが、明治１０年頃からそれぞれ別個の上

演になっていったそうです。伝統のある奉納舞を鑑賞し、檜原村の古き

良き文化を未来へ繋いでいきたい、繋がなければならない、そういった

気持ちになったのではないでしょうか。 

子ども国際交流音楽祭交流コンサート                   教務部 和田 奈津希 

１０月１２日（木）、ウィーンの管弦楽団の音楽家５名に檜原中学校へ来ていただきました。本校吹

奏楽部と「パッヘルベルのカノン」という曲での共演から始まり、他

にも馴染み深いクラシック曲を木管五重奏アレンジで聴きました。

コンサートの中で音楽家への質問コーナーがあり、生徒から日頃の

練習時間や楽器を始めたきっかけについて等の質問がありました。

「毎日数時間の練習を続ければ上手になる」、「ピアノの連弾をして

いた友人がきっかけで楽器を始めた」等、気さくに回答してくださ

り、演奏を聴くだけでなく交流もできて充実した時間となりました。 

鑑賞教室「狂言」                         文化行事委員会 鈴木 恵理 

１０月１３日（金）に実施された鑑賞教室では狂言の世界を堪能してきました。大きな松の描かれた舞

台からは厳かな雰囲気が漂い、その場にいるだけで背筋がピンと伸びるよう

な空気感。誰もが緊張してしまうような会場でしたが、事前学習で「狂言は室

町時代のコント」と学んでいた生徒たちは、演目が始まると遠慮無く声を出し

て大笑い――。演者の方からも、「こんなに（反応があって）良いお客様は珍

しい」と喜びのお言葉を頂戴し、演者と観客が一体となって素晴らしい時間を

作り上げることができました。生徒の感想では「家族にも見せてあげたい」「想

像と違って本当に面白かった」と、とても好評でした。 

１年生校外学習                          １年Ａ組担任 小野 迪男 

１０月２０日（金）、川越へ校外学習に行ってきました。『全身全霊』～檜原と川
越の違いを見つけながら、楽しく学ぼう！～というスローガンを掲げ、事前学習で
は特産品や観光名所、お祭りなどについて調べました。また、みんなが納得して楽
しい校外学習にしようと、とことん意見を出し合っていました。当日は予定外のこ
ともありましたが、柔軟に対応していました。川越と檜原村の違いを知るだけでな
く、自分を成長させてくれた楽しい校外学習になったようです。 
【感想】一部抜粋 
・僕は校外学習で団体行動の大切さを学びました。また、檜原との違いを比べな
がら学習できました。 

・あらかじめ調べておいたおかげで予定通りに進み、とても楽しい校外学習にな
りました。 

・いろいろなハプニングが起きたけど対応できました。
この経験で成長しました。 

・いもを活かしたグルメがありました。 
・当日が近づくにつれてウキウキしていました。 
・公共交通機関を使って目的地にたどり着くことがで
き、地図の使い方などを学ぶことができました。 

・川越に行くのは初めてで、計画通りに行かなかったけ
ど臨機応変に対応できたので良かった。 

 


